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〔
告

示
〕

〇
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震

防
災
対
策
推
進
地
域
を
指
定
し
た
件

（
内
閣
府
九
九
）

〇
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震

津
波
避
難
対
策
特
別
強
化
地
域
を
指
定
し

た
件
（
同
一
〇
〇
）

〇
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
美
ら
島
お
き
な
わ
文

化
祭
二
〇
二
二
（
第
三
十
七
回
国
民
文
化

祭
及
び
第
二
十
二
回
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
）
に
御
臨
場
に
な
る
件

（
宮
内
庁
六
）

〇
公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
件
（
法
務
一
八
四
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
一
八
五
）

〇
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
る
在
宅
就
業
支
援
団
体
の
住

所
を
変
更
し
た
件
（
厚
生
労
働
三
〇
九
）

〇
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
る
在
宅
就
業
支
援
団
体
が
在

宅
就
業
障
害
者
に
係
る
業
務
を
行
う
事
業

所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
件（
同
三
一
〇
）

〇
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
る
在
宅
就
業
支
援
団
体
の
代

表
者
の
氏
名
を
変
更
し
た
件（
同
三
一
一
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
四
九
六
〜
一
五
〇
七
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
五
〇
八
〜
一
五
一
二
）

〇
保
安
施
設
地
区
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
五
一
三
）

〇
国
際
事
務
局
に
対
す
る
手
数
料
の
金
額
に

相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
特
許
庁
一
四
）

〇
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直
轄
工
事
を
国

土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
件

（
国
土
交
通
一
〇
三
二
）

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
同
一
〇
三
三
）

〇
通
訳
案
内
士
法
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
事

項
の
変
更
の
件
（
観
光
庁
一
五
〜
一
七
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
二
三
九
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

内
閣
府

法
務
省

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

令
和
四
年
度
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
及
び

設
計
等
の
品
質
確
保
に
資
す
る
技
術
者
資
格

の
登
録
の
申
請
及
び
登
録
の
更
新
に
つ
い
て

（
国
土
交
通
省
）

国
家
試
験

第
九
十
回
作
業
環
境
測
定
士
試
験
の
実
施

（
厚
生
労
働
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
金
融
商
品
取
引
業
者
営
業
保
証
金

取
戻
し
、
登
録
包
括
信
用
購
入
あ
つ
せ
ん

業
者
の
営
業
の
廃
止
関
係

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
除
権
決
定
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他


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